
 バーコード読み取り

（文化財センター情報）

文化財センター　はにわ館 ＆ ギャラリー 10 月の催し物予定
10 月の休館日は 14 日（火）、20 日（月）です。

開館時間は 9時～ 17 時です（入館は 16 時 30 分まで）。

第 1展示室　■常設展「宝塚古墳の謎」

第 2展示室　■特別展「江戸店持ち松阪商人　長谷川家入門」　10/4（土）～ 11/30（日）

第 2展示室　■展示説明会「江戸店持ち松阪商人　長谷川家入門」　10/4（土）　*13:30 ～ 14:30

ロビー　　　■入場無料ミニコンサート「プピーレがお届けする灯りコンサート 2014」　10/11（土）

　　　　　　　　　*17:30 ～ 18:30　* 座席は 90 席程度（立ち席での入場は可能）

第 1･2･3Ｇ　 ■第 55 回　松阪市美術展覧会　第 1部（絵画、彫刻・工芸）　　10/4（土）～ 10/12（日）

　　　　　　　　　*9:00 ～ 17:00　*10/11（土）は 19:00 まで　*最終日は 15:00 まで

第 1･2･3Ｇ　 ■第 55 回　松阪市美術展覧会　第 2部（写真、書道）　　10/25（土）～ 11/2（日）

　　　　　　　　　*9:00 ～ 17:00　* 最終日は 15:00 まで

第 1･3Ｇ　　 ■MOA 美術館　松阪児童作品展　　11/8（土）～ 11/9（日）

　　　　　　　　　*10:00 ～ 16:00　* 最終日は 15:00 まで

第 2Ｇ　　　 ■グループいずみ　日本画展　　11/11（火）～ 11/16（日）

　　　　　　　　　*9:00 ～ 17:00　* 初日は 12:00 から、最終日は 16:00 まで

【発行】松阪市文化財センター　【電話】0598-26-7330　【サイト】http://www.city.matsusaka.mie.jp/

「伊勢商人」と

「松阪商人」の

違いって何だろう？

【はにわ館特別展「江戸店持ち松阪商人　長谷川家入門」を開催します！】

【柿色に染まる………】

　秋の夕暮れ、里山のたわわに実をつけた柿の木は山際

の夕陽に溶けて、陰影の中にかたちを失っていく。辺り

はダークグレーと柿色が混じりあい、夜のとばりが下り

るまでのひととき、私たちを幻想の世界に誘う。

　柿は古くからあったようで、弥生時代の遺跡から柿の

種の破片が見つかっている。ようやく、江戸時代末から

近代に入るころ、農家の庭によく柿の木が植えられるよ

うになり、日本の秋を象徴するような景色となってきた

ようだ。

　心穏やかに幻想の世界に浸っているのもつかの間、辺りが闇に覆われて、しばらくすると里山の

精霊たちが「今はむかし…」と低い声で饒舌に語り始める。幼いころ、暗がりを怖いと思ったこと

や薄暗がりのなかを妖怪が大きな口をあけて迫ってくる、そんな不安に駆られた ………。

　１０月の文化財センターは、

市民ギャラリーで松阪市美術展覧会が２期に分けて開催されます。市民の皆さんの力作が並びます。

はにわ館では、船形埴輪を中心とした常設展示とともに、特別展「長谷川家入門」を開催します。

文化の秋をご堪能下さい。（所長）

　皆さんは「松阪商人　長谷川治郎兵衛家旧宅」をご存知ですか。松阪市役所北東側の細い通り

を越えたところにある、主屋や土蔵などの歴史ある建造物群とその周囲に庭園が広がる大きな屋

敷がそれです。この魚町から殿町にまたがる邸宅は、江戸時代の江戸店持ち伊勢商人の中で、そ

の「本拠地」が現存し、かつ、構成要素としての建造物群によって江戸時代から近代にかけての

商家の様子を知ることが出来る、たいへん貴重な文化財なのです。昨年、この邸宅は長谷川家か

ら松阪市に寄贈されました。

　江戸時代、江戸に店を持つ伊勢国出身の商人は「伊勢商人」と呼ばれていました（現代では、

各地元名を冠した名称で呼ばれ、松坂城下町に本拠地を構えた者を「松阪商人」と呼んでいます）。

伊勢商人の中でも長谷川家は、いち早く江戸に進出して成功を収めた老舗です。その創業は、布

屋市左衛門（東家）が寛永 12（1635）年に江戸大伝馬町で木綿の仲買商を営んだことに発し

ます。幕末・明治の動乱期においても、堅実な経営方針により、長谷川家は困難を乗り越え、大

正 4（1915）年には東京にある 5 店を合併、同 7（1918）年に「株式会社長谷川商店」、昭

和 45（1970）年に「マルサン長谷川株式会社」と社名を変更しました。

　「松阪商人　長谷川家」は、上で述べた旧宅が松阪市の文化財に指定され、部分的に建物の一

般公開も始まったことで、徐々に周知されつつあります。長谷川家から寄贈されたものだけ見

ても、広大な屋敷地、当時の隆盛を今に伝える建造物群、創業以来保管されてきた商業資料や

古文書類、生活に関連した諸道具など、その質と量は計り知れません。さらに、永く守り継承

されてきた年中行事の数々や、歴代当主の文化人としての側面、いずれも長谷川家を構成する

欠くことの出来ない要素です。現在、松阪市教育委員会はこの膨大な文物を、物から歴史資料

へと磨きをかけるため、基礎的な資料を作成しています。

　一人でも多くの方に、「松阪商人　長谷川

家」を知っていただきたい。その第一歩とし

て、基礎的な資料を用いて長谷川家を概観す

る展示を、はにわ館で行います。題して「江

戸店持ち松阪商人　長谷川家入門」。はにわ

館第 2 展示室で、今月 4 日（土）から来月

30 日（日）まで開催します（なお、展示初

日である 10 月 4 日（土）は、13:30 から

14:30 まで、当センターの学芸員が分かり

やすく展示を説明します）。奮ってご来館ください！（担当）
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【ギャラリー】　入場無料　

【はにわ館】　　入館料 100 円（18 歳以下無料）　
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